
１
７
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
３ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

あ
る
時
期
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、
①
傑
出
（ 

 
 
 

 

）
し
た
（
１
）
野
心
家
た
ち
が
集
ま
る
こ

と
が
あ
る
。「
②
水
滸
伝
（ 

 
 
 
 

）」
の
故
事
に
ち
な
み
（
２
）
梁
山
泊
と
呼
ば
れ
る
。
明
治

初
め
の
③
築
地
梁
山
泊
（ 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

）
は
、
大
隈
重
信
の
④
テ
イ
タ
ク
（ 

 
 

）

を
指
し
た
。
若
き
伊
藤
博
文
や
五
代
友
厚
ら
が
出
入
り
し
、
明
日
の
日
本
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
論
じ

合
っ
た
▼
１
９
５
０
年
代
の
東
京
の
ア
パ
ー
ト
、
ト
キ
ワ
荘
に
は<

Ａ>

石
ノ
森
章
太
郎
、<

Ｂ>

赤

塚
不
二
夫
、<

Ｃ>

藤
子
不
二
雄
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
⑤
マ
ン
ガ
（ 

 
 

）
家
と
し
て
売
れ
始

め
た
仲
間
も
、
ま
だ
芽
の
出
な
い
住
人
も
、
競
い
合
い
助
け
合
っ
た
▼
い
ま
の
陸
上
短
距
離
走
の
世

界
も
、
目
を
見
張
る
梁
山
泊
ぶ
り
で
あ
る
。
リ
オ
五
輪
で
⑥
カ
ツ
ヤ
ク
（ 

 
 

）
し
た
桐
生
⑦
祥

秀
（ 

 
 
 

）、
山
県
亮
太
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
ら
、
多
田
修
平
が
躍

り
出
た
。
そ
し
て
、
１
８
歳
の
サ
ニ
ブ
ラ
ウ
ン
・
ハ
キ
ー
ム
の
あ
の
走
り
で
あ
る
▼
自
己
ベ
ス
ト
１

０
秒
０
台
が
５
人
そ
ろ
っ
た
日
本
選
手
権
１
０
０
㍍
決
勝
だ
っ
た
。
３
位
に
届
か
な
か
っ
た
桐
生
と

山
県
は
、
こ
の
種
目
で
世
界
選
手
権
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
レ
ー
ス
後
に
誓
い
合
っ
た
と
い
う
。

「
僕
た
ち
２
人
が
陸
上
界
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。
必
ず
⑧
モ
ド
（ 

 

）
っ
て
こ
よ
う
。（
３
）
正

念
場
だ
」。（
４
）
た
く
ま
し
く
、
ま
ぶ
し
い
言
葉
だ
▼
戦
前
に
は
「
⑨
暁
（ 

 
 
 

）
の
超
特
急
」

こ
と
吉
岡
⑩
隆
徳
（ 

 
 
 

）
が
ひ
と
り
で
世
界
と
伍
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
世
界
水
準
が

あ
ま
り
に
遠
い
時
代
も
あ
っ
た
。
い
ま
日
本
勢
に
と
っ
て
世
界
は
、
そ
び
え
立
つ
壁
で
は
な
く
力
を

試
す
舞
台
で
あ
ろ
う
▼
人
類
の
歴
史
が
、
ま
っ
す
ぐ
前
に
進
ん
で
い
る
。
そ
う
信
じ
る
の
が
難
し
い

昨
今
で
あ
る
。
し
か
し
走
者
た
ち
の
身
体
は
、
１
０
０
分
の
１
秒
単
位
を
刻
み
な
が
ら
、
歴
史
を
塗

り
替
え
て
い
く
。
た
し
か
な
偉
業
で
あ
る
。 

〔
２
０
１
７
年
６
月
２
７
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）「
野
」
と
同
意
味
の
「
野
」
が
使
わ
れ
て
い
る
選
択
肢
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

野
外 

 

イ 

野
次 

 

ウ 

野
党 

 

エ 

野
望 

問
三 

傍
線
部
（
２
）
に
つ
い
て
、 

 

１ 

冒
頭
の
文
を
２
０
字
以
内
で
要
約
し
、
そ
の
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

そ
の
具
体
例
を
文
中
か
ら
、
４
字
と
１
２
字
で
抜
き
出
そ
う
。 

 
 

４
字
（ 

 
 
 
 

） 

１
２
字
（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
四 

次
の
各
作
品
は<

Ａ>
<

Ｂ>
<

Ｃ>

ど
の
作
者
の
も
の
か
、
（ 

）
内
に
記
号
を
書
き
入
れ
よ

う
。 

 
 

ア
「
お
そ
松
く
ん
」（ 

 

）
イ
「
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」（ 

 

）
ウ
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」（ 

 

） 

問
五 

傍
線
部
（
３
）「
正
念
場
」
の
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

問
六 

傍
線
部
（
４
）
と
あ
る
が
、
彼
ら
の
言
葉
に
最
も
近
い
故
事
成
語
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

蛍
雪
の
功 

 

イ 

後
生
畏
る
べ
し 

 

ウ 

捲
土
重
来 

 

エ 

鼎
の
軽
重
を
問
う 

問
七 

見
出
し
を
１
０
字
以
内
で
考
え
よ
う
→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  


